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1. はじめに 

近年，食生活の乱れや食の安心・安全問題等が

取り上げられるようになるにつれて，食に対する

意識・知識等の総合的な教育である“食育”や，

地元で生産された生産物を地元で消費する“地産

地消”の取り組みが活発になってきている．平成

17年成立の食育基本法[1]では，学校給食を「生き

た教材」として活用し，学校給食での地産地消を

推進しており，各地の小中学校で様々な取り組み

が行われている[2]．しかし，学校給食を活用した

食育や地産池消は，単に給食に地場産物を取り入

れたり，栄養バランスを考慮した給食を提供した

りするだけでは，その意図を十分に生徒に伝える

ことは難しいということがヒアリング調査により

判明した．そこで本稿では，毎日の給食を通し，

生徒・栄養士・生産者がコミュニケーションをと

ることで，生徒への食育・農業理解や，調理・生

産に関わる方々のやる気支援を行う「食育ネッ

ト」を提案する．また，提案を元にシステムを構

築し，実際に 2つの地域で行った実証実験の結果

についても述べる． 

 

2. 食育ネットの提案 

システム利用者は，学校給食センター（以下

「センター」）の栄養士，給食に食材を提供して

いる生産者，給食を食べている小学生の 3者であ

る．この 3者間で図１に示すシステムを利用した

コミュニケーションをとることで、食育や農業理

解のサポートを目指す．そのための機能として，

以下の機能を提案する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1. 機能 
(1) 給食ブログ 
 センター側からは，ブログの投稿・編集や，コ

メントの投稿・削除など，ブログとコメントの管

理ができる．生産者・小学生側からは，ブログの

閲覧と，コメントの投稿ができる．この機能によ

り，実際に学校へ出向かなくても，給食に込めら

れた思いやねらいが生徒に届き，普段聞く機会が

少ない生徒一人一人の声をセンターや生産者の

方々に届けることができる． 

 

(2) 野菜カレンダー 
 生産者側からは，収穫可能な月の，生産してい

る生産物の名前・収穫時期（1ヶ月を 4週にわけ

る）・収穫量（たくさん採れる週→◎，採れない

週→×の様に選択入力）を登録，管理できる．セ

ンター・小学生側からは，生産者側が入力した生

産物情報の閲覧が可能である．この機能により，

センター・小学生側に地元の生産物の種類や旬の

理解を促し，地産地消の活性化が期待できる． 

 以下に給食ブログと，野菜カレンダーの画面例

を図2，図3に表す． 
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図2 給食ブログの画面例 

図3 野菜カレンダーの画面例 

図1 システム構成図 
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3. 実証実験 

 本システムの有効性を確認するために，岩手

県内の 2つの地域で，地場産物を給食に利用し

ているセンターと地場産物を提供している生産

者、そして小学生（対象 3～6年生）に対し，約

2ヶ月間表1，表2のような実験を行った。 

 

 

 

対象 実施内容 

松尾地区 

学校給食センター 

x 初期データ（センター職員の
名前・メッセージ）を記入 

x 給食ブログを毎週金曜日更新 
x コメントは自由に記入 

物産館アスピーテ 

（生産者をまとめて

いる産地直売所の職

員と，生産者が食育

ネットを使用） 

x 初期データ（生産者の提供し
ている生産物データ・メッセ

ージ）を記入 

x 給食ブログを毎週火曜日更新 
x コメントは自由に記入 

松野小学校 

（6年生：28名） 

x 毎週火・金曜日の昼休みを利
用し，コメントを記入 

 

 

 

対象 実施内容 

紫波町 

学校給食センター 

x 初期データを記入 
x ブログを自由に更新（毎週 1
回は必ず更新する） 

x コメントは自由に記入 
学校給食組合 

（組合の中心的存在

の方が食育ネットを

使用） 

x 初期データを記入 
x コメントは自由に記入 

片寄小学校 

（3～6年生：57名） 

x 毎週金曜日の休み時間等を利
用しコメントを記入 

 

4. 実験結果と考察 

 上記の２つの地域で実験後行ったアンケート結果

を表3，表4，表5に示す． 

 

 
 質問 回答（そう思う） 

Q1 
生産者・センター職員に対し

感謝の気持ちが湧いた 
96% 

Q2 以前より食べ残しが減った 66% 

Q3 食育ネットの利用を続けたい 95% 

 
 質問 回答（そう思う） 

Q1 
機会がない等の理由で伝えら

れなかった事を伝えられた 
3人 

Q2 食育に効果があったと感じた 4人 

Q3 
ブログを通したコミュニケー

ションがやる気につながった 
3人 

 

 

これらのアンケート結果から，本システムは，

児童に食に関心を持たせ，生産者やセンター職員

を身近に感じることができることで，感謝の気持

ちや食べ残しを減らすといった行動上の効果が現

れるということがわかった．また，継続的に利用

することで，より教育的効果が現れると期待でき

る．また，ブログを通したコミュニケーションに

よりセンター職員のやる気につながったことも確

認できた．しかし，現段階では生産者の多くがパ

ソコンの操作ができず，パソコンを利用した本シ

ステムの参加には難しい．また，小学校ではモラ

ルの未発達等の問題により，教師など大人の立会

い無しには本システムを利用できないという問題

があり，体制・ルール作りをする必要がある．そ

して，センターでは普段の仕事の上に給食ブログ

の投稿となると負担がやや大きく，長期利用を求

めるには負担を軽減できる様な新機能の提案が必

要となる． 

 

5. まとめ 

 本稿では，給食を通して，食育や地産地消の促

進をサポートするシステムとして「食育ネット」

の提案と構築を行った．本システムは，岩手県内

の 2 つの地域に導入し，小学生への食育の有効性
と課題を確認した． 
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児童の感想 

x いつ野菜がどれくらいとれるのかわかった 
x 生産者とセンターの人が身近に感じた 
x 栄養士や生産者の苦労がわかった 
x もっと色々なことを詳しく知りたい 

センター職員の感想 

x 料理のいわれや食材・生産者の思い・調理上の注
意など栄養以外の食の関わりが見え，知る事がで

きたと思うし，こちらからも児童の視点がみられ

て素晴らしい 

x 期間がもっと長ければもっと生産者・調理の声を
伝えられたと思う 

表１ 八幡平市実証実験 

（平成18年8月25日～10月31日） 

表2 紫波町実証実験 

（平成18年10月24日～12月15日） 

表3 児童アンケート結果（有効回答：76件） 

表4 センター職員アンケート結果（有効回答：4件） 

表5 食育ネットを利用した感想 
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